































































































































度は､ 国内では伊勢 (おかげ横丁)､ 東京
(上野アメ横)､ 海外ではロンドン (スピタフィー
ルド､ ペチコートレーン､ グリニッジ) パレ




















本年度は 3 か年計画の 2 年目にあたる｡
2015 年 2 月～3月半ばをめどに､ 米国独立銀
行家協会 (ICBA) 所蔵の､ 大恐慌期～戦時
中の同協会揺籃期の資料を閲覧すべく､
ICBAと連絡を取り合っているところである｡
それと並行して､ ICBAが代表するコミュ
ニティ銀行諸行を取り巻く規制環境の潮流が､
2008 年～2009 年の金融経済危機を境に変化
しつつあること (リーマン・ショックを引き
起こした大手銀行・証券にはより厳しくコミュ
ニティ銀行にはより支援的な方向) に関する
論考を準備中であり､ できうれば部分的にで
も本年度中に公表したい｡ (由里 宗之)
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